
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１４回船橋市認知症シンポジウム 

日時： 令和７年１２月６日（土） 

     １4 時 00 分～１6 時 30 分（開場：１3 時 30 分） 

 

場所： 船橋市勤労市民センター B2F ホール 

      船橋市本町４－１９－６ 



第１４回船橋市認知症シンポジウム 

 

 

 

１４：００ 開  会  

     総合司会：船橋市医師会           大塚 佳子 氏 

挨  拶：船橋在宅医療ひまわりネットワーク代表    深沢 琢也 氏 

船橋市長                      松戸  徹  氏 

 

１４：１０ ≪第一部≫ 基調講演 

      座  長：船橋市認知症高齢者グループホーム連絡会  山岸 大輔 氏 

      講  師：医療法人すずらん会たろうクリニック理事長・院長 

内田 直樹 氏 

演  題：『認知症共生社会に向けたテクノロジーの活用』 
 

１５：２０  休  憩 
 

１５：３５ ≪第二部≫ シンポジウム 

       司  会：船橋市医師会           土居 良康 氏 

     シンポジスト： 

     船橋歯科医師会           田代 晴基 氏 

     船橋薬剤師会              杉山 宏之 氏 

      ふなばし市訪問看護連絡協議会    石橋 幸子 氏 

船橋市北部地域包括支援センター    石井 聡明 氏 

     コメンテーター：医療法人すずらん会たろうクリニック理事長・院長 

内田 直樹 氏 
 

１６：２５ 総  括：千葉県認知症疾患医療センター千葉病院 

                        小松 尚也 氏 

１６：３０ 閉  会 

認知症とテクノロジーのいま 

～人生 100 年時代、認知症を考え直してみよう～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基調講演 

第一部 



内田 直樹 先生プロフィール 
  

２００３年琉球大学医学部医学科卒業、同年、福岡大学医学部精神医学

教室入局、２０１０年福岡大学医学部精神医学教室助教、同年、福岡大学

医学部精神医学教室講師、２０１５年医療法人すずらん会たろうクリニッ

ク院長、２０２３年医療法人すずらん会たろうクリニック理事長（現職）。 

在宅医療・訪問診療の領域における精神科医や認知症専門医の役割につ

いて情報発信を行い、認知症当時者が安心して生活し力を発揮するために

テクノロジーを活用する「認知症フレンドリーテック」を提唱するなど、

認知症とともによりよく生きる社会に向けた活動を行っている。 

 

◇役職・資格 

・ＮＰＯ地域共生を支える医療・介護・市民全国ネットワーク（副会長） 

・みんなのケア情報学会（理事） 

・日本老年精神医学会 （評議員・専門医・指導医） 

・日本在宅医療連合学会（評議員・専門医・指導医） 

・日本認知症学会（代議員） ・福岡市在宅医療医会（副会長） 

・福岡県高齢者グループホーム協議会（理事） 

・認知症の人と家族の会福岡県支部（顧問） 

・日本精神神経学会（専門医・指導医） 

・医学博士 ・精神保健指定医 ・認知症サポート医 

 

◇出版物 

『認知症の人に寄り添う在宅医療』（クリエイツかもがわ） 

『認知症プライマリケアまるごとガイド』（中央法規出版） 

『早合点認知症』（サンマーク出版） 
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人
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史
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暮

ら
し

や
す

い
社

会
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め
て

試
行
錯
誤

を
繰
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返

し
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社
会

の
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数
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が
暮

ら
し

や
す

い
社
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上
げ

ら
れ

た
。
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ス

フ
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ル
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の
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は
車
輪

で
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り
や

す
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よ
う

に
な

っ
て

お
り

、
馬

は
走

り
に

く
い

。
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が
必

要
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リ
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 ＋
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18
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症
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ン
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テ

ィ
と

な
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こ
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を
宣
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ち
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れ
ま

で
の

活
動

第
一
回

ア
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ア
ソ

ン
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連
動

ア
プ
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第
二
回

ハ
ッ
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第

一
回

ハ
ッ
カ
ソ

ン
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多
数

！
！
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目
度
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高
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第
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作
品
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れ
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た
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入
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ン

ク
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第二部 

シンポジウム 



船橋市における
認知症のサポート体制について

船橋市 地域包括ケア推進課
北部地域包括支援センター

石井 聡明

第１４回船橋市認知症シンポジウム

本日お伝えさせていただく内容

【１】 地域包括支援センターとは

【２】 認知症の相談・サポート体制について

【３】 認知症の相談のこと



【１】 地域包括支援センターとは ？？？

【地域包括支援センターでは、こんな相談を受けています（一例です）】

高齢者やそのご家族、地域の方々からの介護や福祉、医療、健康、認知症のことなど様々な

相談をお受けする総合相談窓口です。保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャー等の専門職

が連携し、必要な機関の協力・調整して問題解決のお手伝いをします。

「介護保険のサービスを利用したいけれど、どうしたらいいかわらからない。」

「最近物忘れがひどくなって、金銭管理に不安がある。」

「一人暮らしをしている父親のことを相談したい。」

「近所に住んでいる高齢者の様子が心配。」

「高齢者虐待が疑われる状況に気づいたが、どうしたらいいか。」 などなど・・・

船橋市の地域包括支援センターの配置

船橋市では、地域包括支援センターを１４か所
設置しています。また、共同機関として「在宅介
護支援センター」を市内15か所に設置してい
ます。



① 認知症状がある本人を、適切な医療・介護につなぐ支援。
→ 初期集中支援チーム

② 地域で暮らす認知症のご本人やご家族へのサポート
→ 認知症カフェ(オレンジカフェ）、認知症家族交流会、

若年性認知症本人ミーティング（つながるミーティング）

③ 認知症への理解、その他
→ 認知症サポーター養成講座、チームオレンジ

【２】 認知症のサポート・相談体制

【①認知症状がある本人を、適切な医療・介護につなぐ支援】

●地域包括支援センターへ、よく相談いただく事例

親の物忘れがひどくなってきている。 家族としては、認知症専門医への受診や、
介護サービスを利用してもらいたいと思っているが、本人は「どこも悪くない、元気
だから必要ない」と言って怒り出してしまう。病院に連れていくことができない。
どうしたらいいでしょうか・・・？

➡ 地域包括支援センターでの相談支援および
「認知症初期集中支援チーム」による支援の検討へ



◆認知症初期集中支援チーム
認知症の早期発見・早期対応のため、認知症が疑われる人や認知症の人およびそのご家族を

訪問し、医師の指導の下、複数の専門職がチーム体制で連携し、初期の支援を集中的に行います。

家族、ケアマネジャー、
かかりつけ医、民生委員等

専門医・サポート医 認知症疾患医療センター

認知症初期集中支援チーム（地域包括支援センター内）

相談 助言・指導相談 相談 助言・指導

初回訪問 チーム員
会議

初期集中支援
モニタ
リング引継ぎ

○家庭訪問による状況把握
○介護保険サービスの勧奨
○医療機関受診勧奨

○支援方針の決定
○医療機関への受療支援
○介護保険サービスの利用支援
○家族支援

○ケアマネ
ジャー等

○サービス
状況や課題
の確認

【①認知症状がある本人を、適切な医療・介護につなぐ支援】

【②地域で暮らす認知症のご本人やご家族へのサポート】

◆認知症カフェ（オレンジカフェ）

認知症の方やその家族、地域住民、専門職などの誰もが
気軽に集い、交流をする場で、市内各地で開催されています。

気軽にお茶を飲みながら、仲間づくりや、居場所づくり、認知
症に関する情報交換や相談をすることもできます。
（オレンジカフェ一覧を配布しています。）



【②地域で暮らす認知症のご本人やご家族へのサポート】

◆認知症家族交流会

認知症の方を介護する家族同士が悩みや疑問を話し合うことで、負
担の軽減や、情報交換、専門医や介護体験者へ相談ができる、交流・連
携の機会です。

東西南北中の各５地区で１回ずつと、若年性認知症の家族交流会１回
の、合計６回開催しています。

◆若年性認知症本人ミーティング（ふなばし つながるミーティング）

若年性認知症のご本人やご家族が交流する機会として、 「つながる
ミーティング」と名付けて開催しています。普段、当事者同士が繋がる機会
が少ないため、参加者同士の貴重な交流機会となっています。

（今年度開催したチラシ→）

【③認知症への理解、その他の支援】

◆認知症サポーター養成講座

認知症に関する正しい知識を身に付けるために、認知症の原因や症状、認知症の方
およびその家族への接し方などについて学ぶ講座です。また、サポーター養成講座を受
けた方を対象に、より実践的な内容である「ステップアップ講座」を実施しています。また、
市内の小学生向けの認知症サポーター養成講座も毎年実施しています。

◆チームオレンジの体制整備

チームオレンジとは、「認知症の方やその家族の希望や悩み、身近な困りごと」と「認知症
サポーターを中心とした支援者」をつなぐ仕組みのことです。

船橋市で24コミュニティに各１か所のチームオレンジ設置を目標としています。船橋市の
ホームページにて、市内各地区でのチームオレンジの活動を紹介していますので、ご覧くだ
さい。
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◆認知症安心ナビ、若年性認知症ガイドの作成

各地域包括支援センター・在宅介護支援センター、市役所、出張所、公民館、認知症疾患
医療センター等で配架しています

【３】 認知症の相談のこと

講演会などを通じた普及啓発、書籍、新聞、テレビ、インターネットなど様々な情報から、早期発見、
早期診断、早期相談が大切であることが、以前に比べて浸透してきていると思います。
ただ、相談を受ける中で、まだまだ相談に至るまでのハードルを高く感じられている方が多くいらっしゃ
います。

受診や相談をしたいけれど・・・

「具体的に何を相談して、伝えていけばいいかわからない」 「状態をうまく説明できない」
「本人と一緒に受診するので、本人を目の前に、詳しい話を伝えることができなかった。」

このような相談を聞くことは多くあります。



【３】 認知症の相談のこと

● 本人や家族は起きている事象で一杯いっぱい。
認知症の症状を、本人や家族が情報の整理をして伝えることはなかなか難しい。

➡ 「いつから？」「 以前との違いは？」「どんな時に、どんな症状が出るか？」 など。

● 専門職は、一緒に状況確認し、情報を整理して相談につないでいきます。

➡ 身近にケアマネジャーさん、看護師さん、など専門職がいなければ地域包括支援センターへ。

● 相談のハードルを下げていきたい。
一緒に考えていきます！ 地域包括支援センターへお気軽にご相談ください。

ご清聴ありがとうございました。
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認知症の方へ
薬剤師としての接し方

一般社団法人船橋薬剤師会

ヒロ薬局

杉山宏之

訪問薬剤管理
（指導）

薬局薬剤師が患者さんのお宅に伺いお薬の管理・指導をします

管理：どのように薬を飲んでいるか

医師の指示どおりに薬が飲めているか

何のための薬か

薬の効果はあるか

薬の副作用は無いか

（指導）：どうしたら治療が上手く進められるか



訪問薬剤管理
（指導）

薬局薬剤師が患者さんのお宅に伺いお薬の管理・指導をします

どのように薬を飲んでいるか

服薬カレンダーなどを利用して服薬しやすいように

また、服薬状況が見えるようにします

訪問薬剤管理
（指導）

薬局薬剤師が患者さんのお宅に伺いお薬の管理・指導をします

医師の指示どおりに薬が飲めているか

自分の判断でくすりを飲んでいないか確認します



訪問薬剤管理
（指導）

薬局薬剤師が患者さんのお宅に伺いお薬の管理・指導をします

何のための薬か

なぜこの薬を飲むのか時々確認します

訪問薬剤管理
（指導）

薬局薬剤師が患者さんのお宅に伺いお薬の管理・指導をします

薬の効果はあるか

薬の副作用は無いか

患者さんの状態は多職種の方々の情報

看護師さん リハさん ヘルパーさん ケアマネー

ジャーさん

ご本人に確認すること

ふらつき 食欲 飲み込み 眠気 便秘

せん妄など



訪問薬剤管理
（指導）

薬局薬剤師が患者さんのお宅に伺いお薬の管理・指導をします

（指導）：どうしたら治療が上手く進められるか

認知症の方は上手くいかないことが多い

「飲み忘れ」「重複服薬」「服薬拒否」

ご家族の支援 独居 施設での支援

薬剤師として
関わる

ご家族と同居されている方 又は支援しやすい環境の方

ご家族の支援を求める

支援は患者さんができないことを少し手助けする程度

「薬を飲み忘れることを怒る」のでは無く

飲み忘れてしまう服用の時間に

「声をかける」「薬を飲めるように用意する」

「薬を飲んだか確認する」

この時；「決して怒らないで欲しい」とお願いする

逆に「薬を飲んだこと、飲めたことを褒めて欲しい」



薬剤師として
関わる

独居の方

関わる方たちに支援を求めます

一包化した薬を服薬カレンダーやタブレットケースなどで

薬は支援出来る人達に「服薬」を見える様にします

医師にお願いしてなるべく支援する人が関われる服用時間に

処方をお願いします

患者さんには、薬が飲めていなくても決して責めません

少しでも飲めていれば褒めます

多職種連携

薬局薬剤師が患者さんのお宅に伺いお薬の管理できるのも

２週間か４週間に１度、あるいは多くても１週間に１度

多くの方で見守る必要があり、多職種間での情報の共有が大切

（ICTの利用）



「くすり」が
不安の原因に
ならないよう
に

また飲んでいない

どうして飲めないのかな

飲み忘れるな

こんな言葉が患者さんを不安にします

すこしでも「できた」ことを褒めて安心させてあげたい


